ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http:/Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/Www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 

http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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取扱 説明 書 


4ALMMCO トラ ン シ ー バ ー を お 買上 げ い た だ きま し 
て あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた 
だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 
読み 下さ い 。 ま た この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち 
ます 。 
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グ 付属 品 に つい て 


⑯ バ ッ テ リ ー ケ ー ス - ] 
② ロ ー バ ンド 用 アン テ ナ リリ ら  @ 
(低い 周波 数 用 の アン テ ナ ) ユー ダ ぢ 
ハイ バン ド 用 アン テ ナ 
(高い 周波 数 用 の アン テ ナ ) の 
の ⑨ ベ ルト クリ ッ プ (ビス ど 本 ) で で 
@ ハ ンド スト ラッ プ ca 
@ 取扱 説明 書 0 
@ 保証 書 
|( ほ 
[5 】 し し {0〔 01{CR ペ …W ぴ 1 で で う 


(]) 定 池 の セ ッ テ ィ ング ココ. バッテリー ケー ス の フタ を あけ ます 。 

D. 市 販 の 単 三 電池 を 6 本 入れ ます 。 

( 長 時 間 運 用 の た め に は 、 ア ルカ リ 乾 吉池 の ご 使用 を お 
すす めし ます 。) 

C. バッ テリ ー ケ ー ス の フタ を 閉じ ます 。 


人 バッテリー ケース の . 取り つけ 

取り 付け と 取り 外し 1 . 本 体 記 の リリ ー ス ロッ クノ ブ を コー 1 の 矢印 の 様 に 
押し て ロッ ク を 外し ます 。 

5. バッ テリ ー ケ ー ス の つめ を 本 体 に 差し 込み バッ テ 
リー ケー ス を ロッ ク す る まで 押し ます 。 

3. 本 体 庶 の リリ ー ス ロッ クノ ブ を ョ ー ら の 矢印 の 様 に 
押し て ロッ ク し ます 。 

b. 取り 外し 
1 . 本 体 肩 の リリ ー ス ロッ クノ ブ を コー ] の 矢印 の 様 に 

押し て ロッ ク を 外し ます 。 

6. 本 体 旗 の リリ ー ス ボタ ン を 矢印 の 方 向 に 押し ます 。 


(ベル トク リッ プ の 取り 付け 付属 の ベル トク リッ プ を ビス どら 本 で 本 体 の 後 側 に 図 の よ 
こ 取 り 付け ます 。 


UI 


づ ③ 各部 の 名 称 と 機能 


ファ ンク ショ ン キ ー(F キ 一 ) ファ ンク ショ ン 動 作 を させ る と き に 使い ます 。 


の フ ァ ン クシ ョ ン 1 キ ー(F1 キ 一 ) ダイ アル つま み で 、 周 波数 を 1MHZ 単 位 ア ッ プ ダウ ン す 
る と き に 使い ます 。(⑤5-|-] 周波 数 の 合わ せ 方 ) 


ファ ンク ショ ン 8 キ ー(Fg 計 一 ) ダイ アル つま み で 、 周 波数 を 10MHZ 単 位 ア ッ プ ダウ ン 
する と き に 使い ます 。(⑥5-|-] 周波 数 の 合わ せ 方 ) 


LAMP/BE ビ ヒロ キー 照明 を 点灯 、 消 灯す る と き に 使い ます 。 
(Q5-9-1 ラン プ の ON/OFF) 
また 、 ビ ー プ 音 の ODN/0FF に も 使い ます 。 
( 〇 5-16 ビー プ 音 の ON/ ワ ビビ ) 


MON | /BS キ ー ー 時 的 に スケ ル チ 機 能 を 止め る の に 使い ます 。 
( 〇 5-11 モニ ター 機能 
また 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ 機 能 の DN/ ワ DFF に も 使い ま 
す 。(⑥5-7-| バッ テリ ー セ ー ブ プ 機 能 の ON/0FF) 


⑬ ア ン テ ナ 端子 アン テ ナ を 取り 付け ます 。(@4-P アン テ ナ に つい て ) 


ボリ ウム / ス イッ チ つ まみ 音 時 ボリ ウム と 電源 スイ ッ チ に な っ て いま す 。 
(O5-1-3 ボリ ウム の 合わ せ 方 ) 


⑬ ス ケル チ つ まみ 


⑨ ダ イア ル つ まみ 


MODE/MB キ ー 


⑱V/M/MW キ ー 


SCAN/SKIP キ ー 


PRHI/FL キー 


LCD パ ネル 


⑯ キ ー ボ ー ド 


外部 スピ ー カ ー 端 子 


ライ ン ア ウト 端子 


旭 ロ ロ -IN 


スケ ル チ レ ベル の 調整 に 使い ます 。 
( 〇 5-]-4 スケ ル チ つ まみ の 合わ せ 方 ) 


周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル の 選択 な ど に 使い ます 。 


電波 型式 (モー ド ) を 選択 する こき に 使い ます 。 
(O5-1-6 モー ド の 切り 替え ) (Q4-] 電波 に つい て ) 
また 、 メ モリ ー バ ンク を 選択 する と き に も 使い ます 。 
(O5-3-| メモ リー バン ク の 選び 方) 


VFD モ ー ド と メモ リー モー ド の 切り 替え に 使い ます 。 
また 、 メ モリ ー 書 き 込 みや メモ リー シフ ト に 使い ます 。 


スキ ャ ン 動 作 を させ る の に 使い ます 。 

(⑥5-5 スキ ャ ン 機 能 

また 、 メ モリ ー ス キャ ン の と き の ス キッ プ 選 択 に も 使い 
ます 。(@5-5-5 メモ リー スキ ッ プ スキ ャ ン ) 


プラ イオ リティ ーー 動作 を させ る の に 使い ます 。 

( 〇 5-B6 プラ イオ リティ ー 機 能 

また 、 フ ァ ン クシ ョ ン ロ ッ ク 機 能 の ON/ ワ FF に も 使い 
ます 。(⑥5-I10 ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 機 能 ) 


LOD に 、 受 信 中 の 周波 数 や 各種 の 設定 状態 を 表示 し ま 
す 。 


周波 数 を 直接 選ぶ と き に 使い ます 。 

(5-|-| 周波 数 の 合わ せ 方 ) 

また 、 色 々 な ファ ンク ショ ン (機能 ) を 動作 させ る の に 
も 使い ます 。 


外部 スピ ー カ ー 用 の 接続 端子 で す 。 ボ リウ ム に よっ て 音 
旦 が 変わ り ま す 。 


テー プレ コー ダー 用 の 接続 端子 で す 。 ボ リウ ム に よっ て 
音量 が 変わ り ま す 。 


外部 電源 用 の 接続 端子 で す 。 


3-P キー ボー ド 部 


⑩ ] /PS ] キー 


つど /P き 8 キー 


⑬ コ / ピ SG ヨ キ ー 


24/PS4 キ ー 


5/P 紀 5 キー 


キー 


@//GT ヒ ピロ キー 


1 2 3 CALL 
PS1 PS2 PSS | CALLW 

4 に 6 M.S 
PS4 PS5 TS 

ァ 8 EN 


0 0 の 6 @⑥6@6 ⑩⑥ @ 


@ の 0 ⑥@⑳ @⑥ @ 


数 字 の 1 を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 プ ログ ラム スキ ャ ン の (L 1 、U] ) 間 の スキ ャ 
ン の と き に 使い ます 。(@⑥5-5-3 プロ グラ ム ス キ ャ ン ) 


数 字 の を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 プ ログ ラム スキ ャ ン の 【(L 己 、U ら ) 間 の スキ ャ 
ン の と き に 使い ます 。(⑩5-5-3 プロ グラ ム ス キ ャ ン ) 


数 字 の を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 プ ログ ラム スキ ャ ン の 【(L、U) 間 の スキ ャ 
ン の と き に 使い ます 。( 〇 5-5-3 プログ ラム スキ ャ ン ) 


数 字 の 4 を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 プ ログ ラム スキ ャ ン の 【(L 4、U4) 回 の スキ ャ 
ン の と き に 使い ます 。(@5-5-3 プロ グラ ム ス キ ャ ン ) 


数 字 の ら を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 プ ログ ラム スキ ャ ン の (し 巳 、U り 5) 間 の スキ ャ 
ン の と き に 使い ます 。(⑤5-5-3 プロ グラ ム ス キ ャ ン ) 


数 字 の 巳 を 入力 する と き に 使い ます 。 


数 字 の Z を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 ソ F リ モー ド の チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 する と 
き に も 使い ます 。(@⑥5-6-| チャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 ) 


8/DU 和 TY キ ー 


@⑨/A.LP キ ー 


⑩4 ム キー 


ロキ ー 


⑯ マ キー 


CALL/CALLW キ ー 


@M.S/T.S キ ー 


EN/APO キ ー 


介 ./SP ロ キー 


数 字 の 日 を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ プ 機 能 の ON/DFF の 時 間 を 変え 
る の に も 使い ます 。(⑩5-7-P デュ ー テ ィ の 変更 ) 


数 字 の を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 オ ー ト ラン プ 機 能 の ON/DFF に も 使い ます 。 
(O5-9-5 オー トラ ンプ 機能 ) 


周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル の アッ プ 方 向 の 選択 に 使い 
ます 。 また 、 サー チ 機 能 に も 使い ます 。 
( 〇 5-5-6 サー チ 機 能 


数 字 の を 入力 する と き に 使い ます 。 
また 、 オ ー ト モー ド セ レ クト 機能 の ON/O ワ FF に も 使い 
ます 。(@5-6-4 オー トモ ー ド セレ クト 機能 ) 


周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル の ダウ ン 方 向 の 選択 に 使い 
ます 。 ま た 、 サ ー チ 機能 に も 使い ます 。 
( 〇 5-5-5 サー チ 機 能 


コー ルチャ ン ネ ル の 呼び 出し に 使い ます 。 
( 〇 5-4 コー ルチャ ン ネ ル ) 

また 、 コ ー ル チャ ン ネ ル の 書き 込み に も 使い ます 。 
( 〇 5-6-3 コー ルチャ ン ネ ル の 書き 込み ) 


モー ド セ レ クト スキ ャ ン 動 作 を させ る と き に 使い ます 。 
(O5-5-6 モー ド セ レ クト スキ ャ ン ) 

また 、 タ イマ ー ス キャ ン の ON/DFF に も 使い ます 。 
(O5-5-7 タイ マー スキ ャ ン ) 


周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル を キー ボー ド か ら 直 接 入れ 
る 時 に 使い ます 。(⑥5-|-| 周波 数 の 合わ せ 方 ) 

また 、 オ ー ト パワ ー オ ン フ 機 能 の ON/ ワ DFF に も 使い ま 
す 。( 〇 5-B オー ト パ ワ ー オ フン 機能 


周波 数 を キー ボー ド か ら 直 接 入 れる と き に 小数 点 を 入れ 
る の に 使い ます 。( 〇 5-|-| 周波 数 の 合わ せ 方 ) 

また 、 ス キャ ンス ピー ド を 変更 する 時 に も 使い ます 。 
(@5-5-B スキ ャ ンス ピー ド の 変更 ) 


3-3 し CD パネ ル 


⑤ め @②@②@⑤ 


⑩B 表 示 


@BS DUTY 表 示 


スキ ャ ンス ピー ド 表 示 


⑳ モ ー ド 表示 


⑨AP 表 示 


⑬ メ モリ ー ス キッ プ 表 示 


9FL 表示 


PL 表示 


@G 6 @@⑥666 の 6 


バッ テリ ー セ ー づ 動作 中 に 点灯 し ます 。 
(⑥5-7 バッ テリ ー セ ー ブ プ 機 能 


バッ テリ ー セ ー ブ 動 作 の ODN/ ワ FF 時 間 の 状態 を 表示 
し ます 。 0.4 秒 : 0.6 秒 の と き に 点灯 し ます 。 
( 〇 5-7-P デュ ー テ ィ の 変更 ) 


スキ ャ ンス ピー ド の 状態 を 表示 し ます 。 バ ー の 長 さ が 長 
い ほ ご ど ス キャ ンス ピー ド は 速く な り ま す 。 
( 〇 5-5-B8 スキ ャ ンス ピー ド の 変更 ) 


受信 し て いる 電波 型式 (モー ド ) を 表示 し て いま す 。 
(⑩5-1-8 モー ド の 切り 替え ) 


オー ト パ ワ ー オ ラフ 動作 中 の と き に 点灯 し ます 。 
(⑥5-B オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 


メモ リー モー ド の と き に 、 メ モリ ー ス キッ プ が 設定 され 
て いる チャ ン ネ ル で 表示 され ます 。 
(QO5-5-5 メモ リー スキ ッ プ スキ ャ ン ) 


ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 動 作 中 に 表示 され ます 。 
( 〇 5-]0 ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 機 能 ) 


オー トラ ンプ 機能 動作 中 に 表示 され ます 。 
(Q5-8-P オー トラ ンプ 機能 ) 


⑨BU8SY 表 示 


0 メー ター 


但 1006MHz 表 示 


@ 周 波数 表示 


@ 小 数 点 表 示 


メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 


メモ リー バン ク 表 示 


介 プ ログ ラム スキ ャ ン 表 示 


ゆ プ ライ オリ ティ 表示 


タイ マー スキ ャ ン 表 示 


⑧V/M 表 示 


信号 を 受信 する と 点灯 し ます 。 

受信 し て いる 信号 の 強 さ に 応じ て メー ター が 振れ ます 。 
10UHMHZ 以 上 を 受信 し て いる と き に 点灯 し ます 。 
受信 し て いる 周波 数 を 表示 し ます 。 


周波 数 は MHZ 単位 で 表示 され ます の で 、 MHZ 以下 の 表 
示 の た め に 点灯 し ます 。 スキ ャ ン 中 は 点滅 し ます 。 


現在 の メモ リー チャ ン ネ ル を 表示 し ます 。 
現在 の メモ リー バン ク を 表示 し ます 。 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 中 に 表示 し て いま す 。 
プラ イオ リティ 動作 中 に 表示 し ます 。 


タイ マー スキ ャ ン の 設定 が され て いる 時 に 点灯 し て いま 
す 。 


現在 メモ リー モー ド か V ビ モー ド か を 表示 し ます 。 


ノ | 広帯域 受信 機 を 使う 前 に 知っ て お きた いこ と 


4-1 電波 に つい て 電波 を 受信 する 時 は 、 受 信 す る 電波 の 周波 数 電波 型 式 
(モー ド ) を 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 

普通 中 波 と か AM と 呼ば れ て いる ラジ オ の 放送 は 、5Zp 
kHzZ (キロ ヘル ツ ) 一 1688kHZ で AM に な り ま す 。 
5PPkHZ と 1689KkHZ と いう の が 、 周 波数 に な り ま す 。 周 
波数 の 単位 は Hz (ヘルツ ) で 、1000HZ が 1 kHz (キロ 
ヘル ツ ) 1000kHZ が 1 MHZ (メガ ヘル ツ ) と 呼ば れ ま 


で 、 麗 だ - AM は 、 電 波 型式 の こと で す 。 電波 型式 は AM 以外 に も 
四 陣 色々 あり ます が 良く 使わ れ て いる の が FM と 呼ば れる も 
の で す 。 更に FM は 、FM 放 送 と 呼ば れ て いる 商業 放送 
WFM で 良く 使わ れる ワイ ド FM (WFM) と 、 ア マチ ュ ア 無 
線 な ど で よ くつ か われ る ナローFM (NFM) に 分 か れ 
ます 。 
周波 数 と 電波 型式 が 目的 の 電波 と あっ て いな いと 、 音 が 
浴 ん だ り 小 さ な 音 に な っ て し まい 正常 に 受信 で ご きま せん 。 
本 機 で は 100kHZ か ら 18299.995MHZ ま で AM/WF M/ 
NFM で 受信 で きま す 。 
主 な 周波 数 と 電波 型式 (モー ド ) (3) 
人 0.566 一 1.689MHz : 本 機 で は 、 短 波 整 や ア 
| 短波 放送 90MHZ : マチ ュ ア 無線 な ど で つ 
FM 大 送 ーー | 76 一 9d0MHz : か われ て いる 8 日 や 
国内 テレ ビ 放送 (] 一 3OH) 95.75 一 107.75MHz : モー ルス 信号 (CW) は 
国内 テレ ビ 放 送 (4 一 18CH) 175.75 一 15.75MHz : 受信 で きま せん 。 
国内 テレ ビ 放 送 (18-8CH) | 475.75 一 76.75MHz : 
4-P アン テ ナ に つい て 電波 を 受信 する と き に アン テ ナ は 必需 品 で す 。 受信 機 の 


性 能 を 充分 に 発揮 させ る に も 正しい アン テ ナ を つけ て や 
る 必要 が あり ます 。 ア ン テ ナ は 周波 数 に あわ せ て 選ん で 
くだ さい 。 本 機 に は 、 低 い 周 波数 用 と 高い 周波 数 用 の 
種類 の アン テ ナ を 用 意 し て いま す 。100-15IMHz ぐ ら 
いで 切り 替え て くだ さい 。 低い 周波 数 用 が 太い アン テ ナ 
で す 。 細い 方 が 高い 周波 数 用 で す 。 


泊 


0.5MHz 一 150MHz 100MHz 一 


また 、 ビ ル の 中 や ビル 了 薩 の よう に 電波 の 届き に くい 所 で 
は 聞き 取り に くい こと が あり ます 。 そ の よう な と き は 、 
受信 機 や アン テ ナ を 窓際 な ど 受 信 し 易い と ころ に も っ て 
行っ て くだ さい 。 


4-3 VFD モ ー ド 、 メ モリ ー モ ー ド 、 コ ー ル チャ ン ネ ル 


[ 


さく 


メモ リー モー ド 


Af 
と 


コー ルチャ ン ネ ル 


4-4 電波 の 探し 方 


4-5 スケ ル チ ナチ 機能 


VFD と は 、 周 波数 の 連続 可変 する 機能 で す 。 普 通 の ラ 
ジオ の よう に ダイ アル や 4 ヤマ キー で 、 周 波数 を 連続 的 に 
変化 させ て 受信 する こと が で きま す 。 ソ F モー ド と は 、 
連続 的 に 周波 数 を 変化 させ て 受信 で きる 状態 を 言い ます 。 
正確 な 周波 数 が 分 か ら な いと き に 電波 を 探す と き な ご に 
使い ます 。 

メモ リー と は 、 周 波数 を 記憶 する 機能 で す 。 あらかじめ 
周波 数 が 分 か っ て いる 電波 を 記憶 し て お いて 使い ます 。 

メモ リー モー ド と は 、 記 憶 し た メモ リー を 呼び 出せ る 状 
態 を 言い ます 。 テ レビ の チャ ン ネ ル な どの よう に 、 不 連 
続 な 周波 数 を 記 層 する と き に 使い ます 。 

コー ルチャ ン ネ ル は 、 特 定 の 周波 数 を ワン タッ チ で 呼び 
出す の に 使い ます 。 


あら か じ め 周 波数 が 分 か っ て いる と き は 、 キ ー ボ ー ド や 
ダイ アル つま みな ご で 周波 数 を 決め る こと が で きま す 。 
( 〇 5-]- 1 周波 数 の 合わ せ 亡 ) 

周波 数 が 分 か ら な いと き は 、 ス キャ ン 機 能 を 使っ て 探し 
ます 。 そ の よう な 場合 で も 、 近 い 周 波数 に 合わ せ て お い 
て か ら ス キャ ン さ せる と 早く 探せ ます 。 

(QO5-5 スキ ャ ン 機 能 ) 


NFM で も WFM で も FM で 受信 を する と 、 信 号 が な い 
と ころ で は ザー と 言う ラノ イズ が で ます 。 信号 を 受信 し て 


も 消耗 し ます 。 ス ケル チ 機 能 は 、 信 号 が で て いな い 状 態 
(ノイ ズ が 多い 状態 ) で は 音 が で な いよ うに する 機能 で 
す 。(⑥5-] -4 スケ ル チ つ まみ の 合わ せ 方 ) 


ム 操作 方 法 


5-1 


] 


受信 の 仕方 


周波 数 の 合わ せ 方 


く 


ダイ アル つま み を 
時 計 方 向 に 回 す 。 


tj く 


n く 


電波 を 受信 する と こき は 、 周 波数 と 電波 型式 (モー ド ) を 
あわ せ て や る 必要 が あり ます 。 周 波数 と 電波 型式 が 合っ 
て いま せん と 、 正 常 な 受信 が 出来 ませ ん 。 本 機 で は オー 
トモ ー ド セレ クト 機能 で 、 よ く 使 われ る 周波 数 帯 で は そ 
の 周波 数 帯 に 合っ た 電波 型式 に な る よう に し て あり ます 。 
放送 司 な どの 電波 は 、 決 っ た チャ ン ネ ルス テッ プ 毎 に 促 
り 当 て られ て いま す 。 例 えば 中 波 の AM 放送 な ど は 
kHZ 毎 に 割り 当て られ て いま す 。 周波 数 形 に あっ た チャ 
ン ネ ルス テッ プ を 選ん で や る こと で 、 簡 単に 周波 数 を 合 
わせ る こと が 出来 ます 。 本 機 で は オー トモ ー ド セレ クト 
機能 で 、 よ く 使 われ る 周波 数 帯 で は その 周波 数 帯 に あっ 
た チャ ン ネ ルス テッ プ に な る よう に し て あり ます 。 
(O5-P-4 オー トモ ー ド セレ クト 機能 ) 


周波 数 は 、 ダ イア ル つ まみ 、 ム 4 マキ ー、 キ ー ボ ー ド に よ 
る 入力 で 合わ せる こと が 出来 ます 。 近 い 周波 数 は ダイ ア 
ル つ まみ 、A マ キー で あわ せ て 、 離 れ た 周波 数 は キー ボ 
ー ド で 入力 する と 簡単 で す 。 


(]) ダ イア ル つ まみ で の 合わ せ 方 

ダイ アル つま み を 時 計 方 向 に 回 す と 、 周 波数 は その 時 の 
チャ ン ネ ルス テッ プ 分 だ け ア ッ プ し ます 。 反 時 計 方 向 に 
回 す と チャ ン ネ ルス テッ プ 分 だ け ダ ウン し ます 。 

F 計 一 を 押し な が ら 回 す と 10UDkHZ 周 波数 が 変わ り ま す 。 
F ] 詩 一 を 押し な が ら 回 す と 1 MHZ 周波 数 が 変わ り ま 


IF キキ 一 を 押し な が ら 回 す と 10MHZ 周 波数 が 変わ り ま 


100kHz(0.100MHzZ) 以 下 に な る と 自動 的 に 1899.995 
MHz より 始ま り ま す 。1299.995MHZ を 越え る と 100 
KHz より 始ま り ま す 。 

0UKHZ 台 が 「0」 又は 「 ら 5」 に な る と ビー プ 音 が な り ま 
す 。 


くく 
か 
ml 
に 3 
泊 


ロロ く 
エ 
Ed 
に コ 


0ーー ーーーーーーー < 走 一 


人 4 キー を どら 秒 以上 
押す と 周波 数 が 
連続 し て 変わ る 


己 A マ キー で の 合わ せ 方 

人 4 マキ ー で 周波 数 を 変え る こと が 出来 ます 。 1 回 押す 毎 
こ に チャン ネル ステ ッ プ 分 だ け 周 波数 が 変化 し ます 。0.5 秒 
以上 押し て いる と サー チ 動 作 に 変わ り ま す が 、 ど 秒 以上 
押し て いる と オー トリ ピー ト に 変わ り ま す 。 
00kHz(0.I00MHz) 以 下 に な る と 自動 的 に 1299.995 
MHz より 始ま り ま す 。18699.995MHZ を 越え る と 10OH 
KHz より 始ま り ま す 。 

OUKHz 台 が 「0」 又は 「 己 」 に な る と ビー プ 音 が な り ま 
す 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 スス ーーー パパ パパ へ へ へ へ OK 


府 押 す 


や ーー ン 
デコ 


4 を 押す 


5 上 放 押 す 
7 か 
5 由 5 ] 


較 。 導 押 す 
| 5 則 5 
回 [1 放 押 す 
5 由 ! 
ゃ ン g | を 押す 
5 5 ビ 
EN | 許 押 す 


ュー ンー ロビ ユエ 
g だ) (に 
[EN を 押す と 受信 


周波 数 が か わる 


3 キーボード か ら の 入力 
キー ボー ド か ら 直 接 周波 数 の 入力 が 出来 ます 。 

希望 の 周波 数 を 入力 し て 、 最 後に (EN) キー を 押し て 
くだ さい 。 

400MHZ を 入力 する こと き は 、(4)、(D)、(0)、(EN) 
と 入れ て くだ さい 。 

145.18MHZ を 入力 する と き は 、(1 )、(④)、(5)、 
(.)、(1 )、()、(EN) と 入れ て くだ さい 。 

1 MHZ 未満 を 入力 する と き は 頭 に J を つけ て 、 例 えば 
50DkHz の 場合 (D)、( . )、(5)、(O)、(O)、(EN) 
と 入れ て くだ さい 。 

10kHZ ま で 入力 し て (EN) キー を 押し て くだ さい 。 
キー ボー ド よ り 入 力 し て いる 途中 に 隔 キ ー を 押す と 、 入 
力 は キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


( 注 ) 10MHzZ 以 上 で は 、5kHz の 入力 は で きま せん 。 
IDMHZ 未 満 で は 、 ら 5kHZ の 入力 は で きま す 。 
※ キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し た 場合 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 
に 合う よう に 丸め られ る こと が あり ます 。 


5-1-P モー ド の 切り 替え (MODE) キー を 押す 毎 に NF 上 M/WFM/AM の 順 で 
切り 替わり ます 。 目的 の 電波 に あわ せ て くだ さい 。 受信 
し た 電波 が 聞き に くい と き な ど は 、 モ ー ド を 切り 替え て 
聞き 易い モー ド に し て くだ さい 。 
通常 は 、 オ ー ト モー ド セ レ クト 機能 で その 周波 数 帯 に あ 
っ た モー ド が 選択 され る よう に な っ て いま す 。 
メモ リー モー ド で は 、 一 時 的 に 電波 型式 を 変更 する こと 
が で きま す が 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 変え る こと も と に 戻 
り ま す 。 


| | AM モー ド で 受信 する 


(MODE) キー を 、( 寂 ) の 表示 は 消え て いて (A) 
の 表示 が 点灯 する まで 押し て くだ さい 。(A) の 表示 だ け 
京 計 し て いる 状態 が 、AM の 受信 状態 で す 。 


> | NFM モ ー に で 信 す る 
(MODE) キー を 、( 届 ) だ け 点 灯 し て (へ) の 表示 
が えて いる よう に な る まで 帰し て くだ た さい ( 必 ) の 
表示 だ け 点 灯 し て いる 状態 が 、NFM の 受信 状態 で す 。 


| は WFM モ ー ド て で 受信 する 


2 


(MODE) キー を 、( 邊 ) (A) 共に 点灯 する まで 押し 
_ て くだ さい 。( 寂 ) (A) 両方 と も 点灯 し て いる 状態 が 、 
WFM 受 信 WFM の 受信 状態 で す 。 


( 注 ) 短 波 帯 や アマ チュ ア 無 線 で は 、AM や NFM、88 
B な ご が 近い と ころ で 混在 し て いる こと が あり ます 。 
その よう な 周波 数 器 で は 、 オ ー ト モー ド セ レ クト で 
選択 され た 電波 型式 で は 正常 に 受信 で き な い こと が 
あり ます 。 

電波 に よっ て は テレ ビ の 映像 信号 な どの よう に 、 音 


声 信号 以外 の 電波 も 出 て いま す 。 そ の よう な 電波 は 、 


モー ド の 切り 替え を し て も 正常 に 受信 で きま せん 。 


5-1-3 ボリ ウム の 合わ せ 方 な に か 電波 を 受信 し て くだ さい 。 電 波 を 受信 し て いる 状 


態 で 、 の MGM 
(lo @OI 


が 大 きく な り ま す 。 好み の 音量 に 合わ せ て くだ さい 。 
理 が 大 きく な る 


5-1-4 スケ ル チ つ まみ の 合わ せ 方 


(ee 


ザー と いう 音 が する 
まで 回 す 


(|@@Ol 


ゆっ くり 回 し て 音 が 
消え る よう に する 


NFM に し て か ら 、 何 も 信号 が で て いな い 周 波数 に 合わ 

せ て くだ さい 。 ス ケル チ つ まみ を 時 計 方 向 と 反対 に 回 す 

と 、 ザ ー と いう ノイ ズ が 聞こ えて きま す 。 そ こ か ら ゆ っ 

くり と 時 計 方 向 に 、 ノ イズ が 消え る と ころ まで 回 し て く 

だ さい 。 

( 注 ) 受 信 す る 電波 型式 に よっ て スケ ル チ レ ベル が 変わ る 
と き が あり ます 。 


5-1-5 実際 の 電波 を 受信 し て みる 


LOjEENT] 


UP する 
イサ ンー ロロ フロ 
ロ gg 
L 還 電 し 11 
1 周波 数 を 合わ せる 
(MDDE) キ ー を 押す 
ン イロ コロ 
g どど 
! (MDDE ) キー を 押す 


例 と し て 、B0MHZ 付 近 の WF M 局 を 受信 し て み ま す 。 
キー ボー ド か ら (日 ) (0) (. ) (0) (EN) と 入れ て 
くだ さい 。L CD に 80.00 と 表示 され ます 。 
何 も 受信 で き な い と き は 、 ダ イア ル つ まみ を 回 し て 周波 
数 を 変え て くだ さい 。 1 クリ ッ ク 回 す と 0.05MHz(50 
kHZ) 周 波数 が 変わ り ます 。B0MHZ 付 近 に 放送 局 が な い 
の が 分 か っ て いる と き は 則 、 選 TE 許 押 し な が ら ダ 
イア ル つ まみ を 回 し て 周波 数 を 大 きく 変え て か ら 、 再 度 
ダイ アル つま み で 変え ます 。 
(O5- | -1 周波 数 の 合わ せ 方 ) 
キー ボー ド の 4 マキ ー で も 1 回 押す 毎 に 0.05MHz(50 
kHZ) 周 波数 が 変わ り ます 。 
何 か 受 信 で ご きる と モー ド を 選び ます 。 最初 は ( 和 イ N) (A) 
両方 も 点灯 し て いま す 。(MODE) キ ー を 押し て くだ 
さい 。(A) の 表示 に な り ま す 。(A) だ け 点 灯 し て いる 
の が AM の 受信 状態 で す 。 も う 一 度 (MODE) キー を 
押す と ( 生 ) だ け の 表示 に な り ま す 。(/ 和 ) だ け 点 灯 し 
て いる の が NF M の 受信 状態 で す 。 普通 の FM 放送 で は 
AM や NFM で は きれ いな 音 で 受信 で ご きま せん 。 も う 一 
度 (MODE) キー を 押し て くだ さい 。( 宙 ) (A) の 表 
示 に 変わ り ま す 。(/+) (A) 両 方 と も 点灯 し て いる の が 
WFM の 受信 状態 で す 。 普 通 の FM 放送 局 な ら 、 き れい 
な 音 で 受信 で きる よう に な り ま す 。 
周波 数 や モー ド が 合っ て いて も 聞き 取り に くい と き は 、 
以下 の こと を 確認 し て くだ さい 。 
ビル の 中 や ビル 本 で は 聞き 取り に くい こと が あり ます 。 
聞き 取り 易い と ころ まで 移動 し て みて くだ さい 。 
アン テ ナ を 太い アン テ ナ に し て くだ さい 。 細い アン テ 
ナ は 高い 周波 数 用 で す 。 


5-C V パ ビリ ロモ ー ド 


9-C-] 


連続 的 に 周波 数 を 変化 させ て 、 電 波 を 受信 する 時 に 使い 
ます 。(V/M) キー を 押し て (V) の 表示 が 点灯 し て い 
る と き が 、VFD モ ー ド で す 。 

VF モー ド で は 、 周 波数 は チャ ン ネ ルス テッ プ 毎 に 変 
化し ます 。( 〇 5-|-] 周波 数 の 合わ せ 方 ) 


チャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 


ダイ アル つま み 
| 


(BTEP) キ ー を 押す 


| 表 キ ー を 押し な が ら 


ン ロリ 7 
ロ 77 り 5 | 
| jp 
[lo @@ 
ダイ アル つま み を 回 す 
イー ンー ロロ / ロ 
7 し 7 474/ 
L 
(V/M) キ ー を 
押す 
全 シン イイ 
gp 757 の 
ダイ アル つま み を 
回 す 
全 と ン 
な だ け 記 / | 


チャ ン ネ ルス テッ プ は 、 5/9/10/18.5/g0/85/30/50/100 

kHzZ の 避 個 が 選べ ます 。 こ の うち KkHZ は 、526kH ァ 

ーー16Z9dkHz で 選べ ます 。 周波 数 帯 の チャ ン ネ ルス テッ プ 

こ 合わ せ て 選ん で くだ さい 。 

②VF モー ド で 、 区 キ ー を 押し た まま で (GT ビビ ) 

((Z)) キー を 押し て くだ さい 。 そ の 時 の チャ ン ネ ル 
ステ ッ プ が 表示 され ます 。 

@ 〇 ダイ アル つま みか 4 ヤキ ー を 押す と チャ ン ネ ルス テッ 
プ が 変化 し ます 。 こ の み の チ ャ ン ネ ルス テッ プ に 合 
せ て くだ さい 。 

チャ ン ネ ルス テッ プ を 選び 終っ た ら (V/M) キー を 押 
し て くだ さい 。 ソ F ロモ ー ド に 戻り ます 。 

( 注 ) チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 18.5KHZ か ら そ れ 以 外 の チ 

ャ ン ネ ルス テッ プ に する か 、 12.5kHZ 以 外 か ら 18.5 
kHZ に する と 、 周 波数 が 変わ る こと が あり ます 。 
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9-C-CP メモ リー 書き 込み 


。 3 
g 75 スロ 
| 


F キ 一 を 押し な か がら 


3 
< く 
に 
mn 
FI 

コ 


Fi キー を 押し な が ら 
4 キー を 押す 


FF 一 を 押し な が ら 
(MW) キ ー を 押す 


マル ルビ コロ 
5 ど / 


サブ バン ク の メモ リー 1 日 に 
書き 込ま れ ま し た 


VF モー ド で 表示 し て いる 周波 数 と 電波 型式 を メモ リ 

ー に 記憶 で きま す 。 

⑥VFD モ ー ド で 、 記 憶 し た い 周 波数 と 電波 型式 を 合わ 
せ て くだ さい 。 

⑨ 記 培 し た い メ モリ ー バ ンク を 選択 し て くだ さい 。 
(O5-3-| メモ リー バン ク の 選び 方 ) 

@IF キ 一 を 押し た まま マヤ キー を 押し て 記憶 し た い メ モ 
リー チャ ン ネ ル を 選ん で くだ さい 。 隔 キ ー を 押し な が 
ら 人 る キー を 押す と 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 表 示 が ] 日 
アッ プ し ます 。 

⑥EF 庄 一 を 押し た まま で 【(MW) ((V/M)) キー を 押し 
て くだ さい 。 メ モリ ー に 記憶 され ます 。 


9-c-d コー ルチャ ン ネ ル の 書き 込み 


VF モード で 表示 し て いる 周波 数 と 電波 型式 を コー ル 

チャ ン ネ ル に 記憶 で きま す 。 

②⑥VF モード で 、 記 憶 し た い 周 波数 と 電波 型式 を 合わ 
せ て くだ さい 。 


(ご CALL W) キ ー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ヘ パパ パパ へ へ へ へ へ WWWO 


⑥F 計 一 を 押し た まま で (CALLW) ((OALL)) キ 


内 ュ ー を 押し て くだ さい 。 コ ー ル チャ ン ネ ル に 記憶 され ま 
っ 抽 5Zg | す ー ーー 


眉 キ 一 を 押し な が ら 
(CALL W) キ ー を 押す 


- る 出 52g 


コー ルチャ ン ネ ル に 
書き 込ま れ ま し た 


5-m-4 オー トモ ー ド セレ クト 機能 

VFO モ ー ド で よく 使わ れる 周波 数 常に あわ せ て 、 モ ー 
ド や チャ ン ネ ルス テッ プ を 自動 的 に 選択 する 機能 で す 。 
周波 数 を 選択 する と 自動 的 に 選択 され ます 。 

オー トモ ー ド セレ クト 機能 を 停止 させ る こと も で きま す 。 
FE 計 一 を 押し た まま で (D) キー を 押し て くだ さい 。 オ 
ー ト モー ド セ レ クト 機能 が 停止 し ます 。 も う 一 度 避 キー 
を 押し た まま で (0) キー を 押す と オー トモ ー ド セレ ク 
ト 機 能 が 働き ます 。 


ーー 。 。 オー トモ ー ド 接 能 で 選択 され る チャ ン ネ ルス テッ プ と モー ド 

ュ ン ロ 0.I0UMHz 一 0.520MHz: 5kHz A 
5 599s 0.5PMHZー 1.69MHz: 9kHz AM 
1.830MHzー 89.995MHZ : 5KHz AM 
| UP 30.000MHz 一 75.995MHz: 5kHz NFM 
76.00ODMHz 一 8B9.995MHz : 50DKHz WFM 
90.00DMHzー 107.995MHZ : 5KHz NFM 

や ン 5 ロロ 1H8.000MHzー 137.995MHzZ : 5KHz A 
9 けど 13B.000MHz 一 1899.995MHZ : 5kHz NFM 
BE ( 注 ) オ ー ト モー ド セ レ クト 機能 を 停止 し て kHz の チャ 


ン ネ ルス テッ プ を 使う と 、 表示 周波 数 と 受信 周波 数 に 


ロン 7 の ズレ が 出る 事 が あり ます 。 
ビ ・ モー ド や 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 し て も 、 オ ー 


トモ ー ド で チャ ン ネ ルス テッ プ や モー ド が 元 に 戻る 
事 が あり ます 。 
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9-3 メモ リー モー 


ド 


よく 聞く 周波 数 を 、 メ モリ ー に 記憶 させ て お く こ と が で 
きま す 。 メ モリ ー は 全部 で 100CH (チャ ン ネ ル ) あり ま 
す 。 そ の うち 80CH は 、 ス キャ ン 用 に 使い ます 。 

残り の B0CH が 自由 に 使え る メモ リー に な り ま す 。 

メモ リー は メイ ン バ ン ク 、 サ ブ バ ンク 、 ス キャ ン バ ン ク 
の は つの メモ リー グル ー プ に 分 か れ ま す 。 メ イン バン ク 、 
サブ バン ク は 各 40 ビ HH で 、 ス キャ ン バ ン ク は 20CH に な 
っ て いま す 。 

(V/M) キー を 押し て 、V/M 表 示 を (M) に する と メ 
モリ ー モ ー ド に な り ま す 。 


5-9-| メモ リー バン ク の 選び 方 


し 

ど 
メイ ン バ ン ク 

| 
サブ バン グ 

| ゅ 
スキ ャ ン バ ン ク 


P- (MB) キ ー 


F キ 一 を 押し な が ら (M 日 ) ((MODE) ) キー を 押し て 


くだ さい 。 メ モリ ー バ ンク が メイ ン バ ン ク 、 サ ブ バ ンク 、 
スキ ャ ン バ ン ク の 履 に 変わ り ま す 。 


(1) メ イン バン ク 
V/M 表 示 だ け 点灯 し て いて 、 メ モリ ー バ ンク 表示 は 消灯 
し て いま す 。 


避 サ ブ バ ンク 
V/M 表 示 と メモ リー バン ク 表 示 が 点灯 し て いま す 。 


スキ ャ ン バ ン ク 
V/M 表 示 と メモ リー バン ク 表 示 が 点灯 し て いて 、 メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル 表 示 が _ リー 紀 、L 1 一 U り 5 に な り ま す 。 


5-3-P メモ リー チャ ン ネ ル の 選択 


メモ リー チャ ン ネ ル 
UP 


『 メモ リー チャ ン ネ ル 
』UP 


し 


9-d- は 3 メモ リー シフ ト 機 能 


9-4 コー ルチャ ン ネ ル 


メモ リー モー ド で 、 ダ イア ル つ まみ を 回 すか ヤマ キー を 
押す と メモ リー チャ ン ネ ル を 変え る こと が で 寺 きま す 。 メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル は その バン ク 内 で 変わ り ま す 。 

メイ ン バ ン ク と サブ バン ク で は 、 ロ CH か ら 始 まり 39 
HH まで あり ます 。 

3d つ H か ら ダ イア ル つ まみ を 時 計 方 向 に 回 すか 4 キー を 
押す と DDH に な り ま す 。 

D ビ 日 か ら ダ イア ル つ まみ を 時 計 方 向 と 反対 に 回 すか 
キー を 押す と 39CH に な り ま す 。 

スキ ャ ン バ ン ク は 、 ス キャ ンス トッ プ 周 波数 の 口 避 H の 
_ ロロ か ら _、 ス キャ ン エ ッ ジ の L 1 、U1、 し ど 、 一 り 
5 の 順に な らん で いま す 。U5 ら HH か ら ダ イア ル つ まみ 
を 時 計 方 向 に 回 すか 人 A& キ ー を 押す と CH に な り ま す 。 
_ DCH か ら ダ イア ル つ まみ を 時 計 方 向 と 反対 に 回 すか 
マキ ー を 押す と りら CH に な り ま す 。 


メモ リー に 記憶 し て いる 内 容 を VF ロ に 書き 込む こと が 
で きま す 。 

メモ リー モー ド で 、F キ 一 を 押し な が ら (MW) ((V/M)) 
キー を 押す と その 時 の メモ リー チャ ン ネ ル の 内 容 が V ビ 
り に 書き 込ま れ ま す 。 


( 〇 ALL) キー を 押す と コー ルチャ ン ネ ル を 呼び 出す 
こと が で きま す 。 

コー ルチャ ン ネ ル を 呼び 出し て いる 状態 で ( 〇 AL し し) 
キー を 押す と 、 コ ー ル チャ ン ネ ル を 呼び 出す 前 の モー ド 
に 戻り ます 。 コ ー ル チャ ン ネ ル の と き は 、 メ モリ ー チ ャ 
ン ネ ル 表 示 が ( 選 ) に な っ て いま す 。 

VFO モ ー ド コー ルチャ ン ネ ルーVF 〇 モー ド 
メモ リー モー ド っ コー ルチャ ン ネ ルー メモ リー モー ド 
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5-5 スキ ャ ン 機 能 


9-5-| VFU ス キャ ン 


(SCAN) 


(CAN) キー を 
押す 


周波 数 を 探し 出し た り 、 い くつ か の 周波 数 の 状態 を モニ 
ター する の に 使い ます 。 

スキ ャ ン は 、VF モー ド で で きる ソロ スキ ャ ン 、 サ 
ー チ 、 プ ログ ラム スキ ャ ン と 、 メ モリ ー モ ー ド で で きる 
メモ リー スキ ャ ン 、 メ モリ ー ス キッ プス キャ ン 、 モ ー ド 
セレ クト スキ ャ ン が あり ます 。 

また 、 ス キャ ンス トッ プ 時 間 を 制限 で きる タイ マー スキ 
ャ ン の 設定 が で きま す 。 ス キャ ン 中 は 小数 点 表示 が 点滅 
し て いま す 。 

( 注 ) ス キャ ヤン を する と き は 、 必 ず ス ケル チボリ ウム を 調 


整 し て 、 信 号 が な いと き は 音 が 出 な い (BUBY 表 
示 が 消灯 し て いる ) よう に し て お いて くだ さい 。 


VF ワ モー ド で (SCAN) キー を 押す と VF ロ スキ ャ 
ン が で きま す 。 スキ ャ ン は 、 最後 に 操作 され た アッ プ / ダ 
ウン の 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 

VFD り スキャン は 、VF 0 で 変化 で きる 0.10HMHz 
ーー1g99 .895MHZ ま で を 連続 的 に スキ ャ ン し ます 。 オ ー 
トモ ー ド セレ クト が 設定 され て いる と 、 ス キャ ン 中 も オ 
ー ト モー ド セ レ クト 機能 が 働き ます 。 

スキ ャ ン 中 に 再度 (CAN) キー を 押す と スキ ャ ン 動 
作 は 解除 され ます 。((V/M) キ ー、(81)ー(P85) 
キー で も 解除 で きま す ) 

スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と (日 UY 表 示 が 点灯 す 
る )、 その 周波 数 で スキ ャ ン は 停止 し ます 。 信号 が 無く な 
っ て か ら ど 秒 経 過す る と スキ ャ ン は 再開 され ます 。 ス キ 
ャ ン 中 に ダイ アル つま みや 4 マキ ー で スキ ャ ン 方 向 を 変 
える こと が で きま す 。 


! 
1 信号 を 受信 する と 停止 


ー ョ 75gg 


EEH Em em mm 


| 信号 が な く な っ て 
秒 後に 再開 


1 
LM 


(SOAN) キ ー を 押す 


” 5 販 5 ゴ ゴ | 


5-5-P サー チ 機 能 


VFD モ ー ド で マキ ー を ] 秒 程度 (0.5 一 秒 ) 理 し て 
か ら 離 す と サー チ を 始め ます 。 ど 秒 以上 押し て いる と オ 
ー ト リピ ー ト に な り ま す 。 

サー チ 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の 周波 数 で 止ま っ て サ 
ー チ 動作 を 解除 し ます 。 サ ー チ 中 に (4A マ ) キー を 押し 
て も サー チ は 解除 され ます 。 

サー チ 中 に ダイ アル つま み で スキ ャ ン 方 向 を 変え る こと 
が で きま す 。 
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5-5-3 プロ グラ ム ス キ ャ ン V ソ FODO モ ー ド で 特定 の 範囲 だ け の スキ ャ ン を 行ない ます 。 


下限 周波 数 を 合わ せる 


- と 本 


メモ リー バン ク を 
スキ ャ ン バ ン ク に する 
FI (MB) キ ー を 回 
押す 。 


出 5 内 


メモ リー チャ ン ネ ル を 


) し ] に する 
Y FT ヤキ ー 


う 
t く 


測 M 人 反 ) 7 | 


メモ リー 書き 込み する 
F+ (MW) キ ー 


Y 
と ! だ ) g | 


3 
N 


上 限 周波 数 
を 合わ せる 
7 邊 5397 


| 


VF モード で |F 庄 一 を 押し な が ら 【(P8 1 ) ((1))、 
(PS8) ((@))、 一 (P855) (( 巳 )) の キー を 押す と 、 
それ ぞ れ (L 1 、U1)、(L し 選 、U 如 )、ー( し 5、U5) 
で 決め られ た 寺 錯 を スキ ャ ン し ます 。 

スキ ャ ン 中 に (SCAN) キー を 押す こと で スキ ャ ン 動 
作 を 解除 する こと が で きま す 。((V/M) キ ー、(P8 1 ) 
ー(P85) キー で も 解除 で きま す ) 

VFO ス キャ ン と 同じ よう に 、 ス キャ ン 中 に ダイ アル つ 
まみ や 4A マ キー で スキ ャ ン 方 向 を 変え る こと が で きま す 。 
スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と (BUY 表示 が 点灯 す 
る )、 その 周波 数 で スキ ャ ン は 停止 し ます 。 信号 が 無く な 
っ て か ら ど 秒 経過 する と スキ ャ ン は 再開 され ます 。 


(1) スキ ャ ン エ ッ ジ (L、U) の 設定 
スキ ャ ン し た い 男 囲 の 上 限 と 下限 を 、U と L に 設定 し ま 
す 。VF モード で の メモ リー 書き 込み で 設定 し ます 。 


( 注 )L ことり U は (L 1 、U1)、(L ら 、U ら ) の よう に 、 
必ず ペア ー で 設定 し て くだ さい 。 
L. と り の チャ ン ネ ルス テッ プ が 合っ て いな いと 、 正 
常 な 範囲 で スキ ャ ン で き な い こと が あり ます 。 


避 プ ログ ラム スキ ャ ン 時 の 注意 

スキ ャ ン す る と き ぎの 周 波数 が 、 ス キャ ン 範 囲 に 入っ て い 
な いと き は スキ ャ ン エ ッ ジ に まで 跳ん で スキ ャ ン を 始め 
ます 。 

オー トモ ー ド セレ クト 機能 が 設定 され て いる と 、 ス キャ 
ン 中 で も チャ ン ネ ルス テッ プ や 電波 型式 が 変わ り ま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル を 
U 1 に する 
所 + 4 キー 


530 


メモ リー 書 寺 込み する 
E+ (MW) キ ー 


5 


P8 1 の 上 下限 の 
設定 終了 


ー ロ ィ f 75 ゴ 7 


F キ 一 を 押し な が ら 
(P8 ] ) キ ー を 押す 
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5-5-4 メモ リー スキ ャ ン 


さく 


販 5 内 | 


(BCAN) キ ー を 押す 


メモ リー チャ ン ネ ル の スキ ャ ン を 行ない ます 。 

メモ リー モー ド で 、(SOCAN) キ ー を 押す と メモ リー ス 
キャ ン を 行ない ます 。 メモリー スキャン は 、 そ れ ぞ れ の 
メモ リー バン ク の 中 だ け で 行なわ れ 、 別 の バン ク に 移っ 
て スキ ャ ン さ せる こと は で きま せん 。 
スキ ャ ン 中 に (SCAN) キー を 押す と スキ ャ ン 動 作 は 
解除 され ます 。((V/M) キー で も 解除 で きま す ) 
VFD ス キャ ン と 同じ よう に 、 ス キャ ン 中 に ダイ アル つ 
まみ や ヤキ ー で スキ ャ ン 方 向 を 変え る こと が で きま す 。 
スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と (日 USY 表 示 が 点灯 す 
る )、 その 周波 数 で スキ ャ ン は 停止 し ます 。 信号 が 無く な 
っ て か ら ど 秒 経過 する と スキ ャ ン は 再開 され ます 。 


5-5-5 メモ リー スキ ッ プ スキ ャ ン 


(SKIP) キ ー 


メモ リー スキ ッ プ 表示 


メモ リー スキ ャ ン の 時 に 特定 の メモ リー チャ ン ネ ル だ け 
を と ば し て スキ ャ ン を 行ない ます 。 

メモ リー モー ド で 、 計 一 を 押し な が ら (SKIP) ((G 
CAN)) キ ー を 押し て くだ さい 。 メ モリ ー ス キッ プ 表 示 
(G) が 点灯 し ます 。(8) が 点灯 し て いる と スキ ッ プ が 
設定 され て いま す 。 (8) が 設定 され て いる と き に 、 再 度 


F キ ー を 押し な が ら (SKIP) キー を 押す と メモ リー ス 


キッ プ 表 示 は 消灯 し ます 。 

メモ リー に 書き 込ん だ と き に 、 メ モリ ー ス キッ プ は 解除 
され ます 。 

メモ リー スキ ッ プ が 設定 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル 
は 、 メ モリ ー ス キャ ン の と き に スキ ッ プ され ます 。 


5-5-6 モー ド セ レ クト スキ ャ ン 


メイ ン バ ン ク の 


0CH、 1 CH、5CH 


の み NFM の 時 


まく 


則 5 | 


(M.8) キ ー を 押す 


wm く 
ェ 
に 


ロミ 
て 
T 
3 


メモ リー モー ド で 、 同 じ 電 波 型 式 だ け を 選ん で スキ ャ ン 
し ます 。 

メモ リー モー ド で 、 (M.8) キ ー を 押す と モー ド セ レ クト 
スキ ャ ン を 行ない ます 。 

モー ド セ レ クト スキ ャ ン は 、 そ の 時 の 電波 型式 と 同じ 電 
波 型式 の メモ リー を 探し て スキ ャ ン し ます 。 

スキ ャ ン 中 に (SCAN) キー を 押す と スキ ャ ン 動 作 は 
解除 され ます 。 

VFD ス キャ ン と 同じ よう に 、 ス キャ ン 中 に ダイ アル つ 
まみ や マヤ キー で スキ ャ ン 方 向 を 変え る こと が で きま す 。 
スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と (BUSY 表 示 が 点灯 す 
る )、 その 周波 数 ご で スキ ャ ン は 停止 し ます 。 信号 が 無く な 
っ て か らら 秒 経過 する と スキ ャ ン は 再開 され ます 。 


( 注 ) メ モリ ー モ ー ド で 、 一 時 的 に 電波 型式 を 変え て も 、 
元 の 電波 型式 で スキ ャ ン し ます 。 
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5-5-7 タイ マー スキ ャ ン 


スキ ャ ン で 停止 し た こと き に 、 ら 秒 剛 経過 する と 自動 的 に 
スキ ャ ン を 再開 する 機能 で す 。 

F キ 一 を 押し な が ら 、(T.8) ((M.8)) キー を 押す こ 、 
(T.) の 表示 が 点灯 し て タイ マー スキ ャ ン が 設定 され ま 
す 。 全 て の スキ ャ ン の と き に 使え ます 。 

タイ マー スキ ャ ン が 設定 され て いる と き に 、 再 冊 F| キ ー 
を 押し な が ら 【(T. 己 ) キー を 押す と (「.) の 表示 が 消灯 
し て タイ マー スキ ャ ン の 設定 が 解除 され ます 。 

タイ マー スキ ャ ン が 設定 され て いる と 、 信 号 が 入っ て い 
て も 停止 し て か ら 選 秒 後に スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
初期 設定 は タイ マー スキ ャ ン に な っ て いま す 。 


5-5-B スキ ャ ンス ピー ド の 変更 


選 ほ 一 ーー 
(SPD) キ ー 
上 10CH/ 秒 
ュ 15DH/ 包 
演 OH/ 秒 


スキ ャ ンス ピー ド は 、 最 初 1 秒間 に 10CH に な っ て いま 
す が 15/P0 つ OH に する こと が で きま す 。 

キー を 押し な が ら (SFPD) (( . )) キー を 押し て くだ 
さい 。 ス キャ ンス ピー ド 表 示 が 変わ り ま す 。 ス キャ ンス 
ピー ド 表 示 の バー が 長く な る ほど 、 ス キャ ンス ピー ド は 
速く な り ま す 。 バ ー が ー つ で 10DH/ 秒 で 、 二 つ で ]5OH/ 
秒 、 三 つ で 20O 昌 / 秒 で す 。 


( 注 ) ス キャ ンス ピー ド が 速い と 、 弱 い 信号 の と き に 止ま 
り に くく な り ま す 。 


ヤレ トト セリ モ セ ララ セト U ト も pppppppbNbpb ラ シ b シ b ゎ b め ヘ ハト u ゅ ッ wb ハ v シ vw シ ww シー パ …___- 一 ーーー 一 ーー 一 ーーーーーーーーーーー ーーーーー 一 


5-5-9 スキ ャ ンス トッ プ 周 波数 の 記憶 


MM ン 」 
ど 


5-5 プラ イオ リティ ー 機 能 


5 秒 


1 秒 


スキ ャ ン 中 に スト ッ プ し た 周波 数 を 、 自 動 的 に 記憶 し ま 
す 。 

スト ッ プ し た 周波 数 は 、_ ロ CH に 記憶 され ます 。 そ れ 
以前 に _JOH に 入っ て いた 周波 数 は 消さ れ ま す 。 順に 
次 の チャ ン ネ ル に 記憶 され て 、_ ヨ CH まで いく と 、_ 
OH より 記憶 し て 行き ます 。 


ふた つの 周波 数 を 調べ る 時 に 使う 機能 で す 。VFD と メ 
モリ ー 間 で 動作 し ます 。 

己 つ の 周波 数 を 秒間 と 1 秒間 交互 に 受信 し ます 。 1 秒 
回 の 受信 中 に 信号 を 受信 する と 、 ら 秒間 の 受信 に な り ま 
す 。 


VFD と メモ リー 間 で プラ イオ リティ ー 動 作 し ます 。V 
F 側 を 己 秒 メモ リー 側 を 1 秒 の VF リ プラ イオ リティ 
ー と 、 メ モリ ー 側 を 己 秒 V ビ ロ 側 を ] 秒 の メモ リー プラ 
イオ リティ ー が あり ます 。 


(1)VF ロ プラ イオ リティ ー 

VFD モ ー ド で (PRHI) キー を 押す と 、VF 0 を ら 秒 
間 、 そ の と き の メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 1 秒間 で プラ イオ 
リティ ー 動 作 を 始め ます 。 

メモ リー チャ ン ネ ル で 信号 を 受信 する と 、 メ モリ ー チ ャ 
ン ネ ル 側 の 受信 が 巳 秒 に 延長 され ます 。 信号 を 受信 し て 
いて も ら 秒 経つ と VF ロ 側 に 戻り ます 。 

プラ イオ リティ ー 動 作 中 に (PHI) キー を 押す と プラ イ 
オリ ティ ー 動 作 を 解除 し て ソ ビ ロ モー ド に 戻り ます 。 


28 


29 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー フ ババ パパ ハバ ハハハ ハハ へ WW 


秒 


] 秒 


- 52g 


5-/ バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 


回 メ モリ ー プ ライ オリ ティ ー 

メモ リー モー ド で (PHI) キー を 押す と 、 メ モリ ー チ ャ 
ン ネ ル を ら 秒 間 、VFO を 1 秒間 で プラ イオ リティ ー 動 
作 を 始め ます 。 

VF 0 側 で 信号 を 受信 する と 、V ソ FC 側 の 受信 が 互 秒 に 
延長 され ます 。 信号 を 受信 し て いて も 戸 秒 経つ と メモ リ 
ー チ ャ ン ネ ル 側 に 戻り ます 。 

プラ イオ リティ ー 動 作 中 に (日 |) キー を 押す と プラ イ 
オリ ティ ー 動 作 を 解除 し て メモ リー モー ド に 戻り ます 。 


電池 の 消耗 を 防ぐ た め に 、 受 信 と 休止 を 繰り 返す 機能 で 
す 。 

普通 、 電 波 が 出 て いな いと き で も 受信 回 路 は 働い て いま 
す 。 そ の た め 連 続 し て 受信 し て いる と 電池 は すぐ に な く 
な っ て し まい ます 。 受信 と 休止 を 繰り 返し て や る と 、 休 
止 し て いる と き は 電池 の 消耗 が 抑え られ ます の で 、 普 通 
に 受信 し て いる の に 比べ て 電池 は 長持ち し ます 。 

バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 が 動作 し て いる と き は 、 信 号 を 受 
信 す る か 、 な に か 操作 され る と バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 

停止 し て 受信 状態 に 戻り ます 。 5 秒間 、 信 号 を 受信 せ ず 、 
何 も 操作 され な いと バッ テリ ー セ ー ブ 動 作 に 戻り ます 。 


9-/-1 バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 の ON/ ロ FF 


BS 表 示 


キー を 押し な が ら 、( 日 8) ((MONI)) キー を 押して 


くだ さい 。(@) の 日 表示 が 点灯 し て 、 日 動作 に 入り 
ます 。 
( ぬ ) の B 表 示 が 点灯 し て いる と き に 、 再 彫 同 キ ー を 
押し な が ら (BS) ((MONID)) キー を 押す と (人 @) の 日 
表示 が 消灯 し て 、 日 動作 を 解除 し ます 。 


5-7-P デュ ー テ ィ の 変更 バッ テリ ー セ ー づ 動作 の 受信 と 休止 の 時 間 を 変え る こと 
が で きま す 。 

最初 は 、 受 信 を 0.2 秒 、 休 止 を 0.8 秒 の 繰り 返し に な っ て 
いま す 。 了 キ ー を 押し な が ら ( 口 U 十 Y) (( 日 )) キー を 
押す と 、 日 8 DUTY 表 示 (一 ) が 点灯 し て 0.4 秒 の 受 
信 、0.6 秒 の 休止 に な り ます 。 
BS DU 表示 が 点灯 し て いる と き に 、 了 F キ ー を 押し 
な が ら (DUTY) キー を 押す と 、B ら 8 口 U 十 Y 表 示 は 
消灯 し て 0.6 秒 の 受信 、0.B 秒 の 休止 に な り ま す 。 


一 定時 間 経 つと 、 自 動 的 に 休止 状態 に し て 切り 忘れ に よ 
る 電池 の 消耗 を 抑え る 機能 で す 。30 分 間 、 信 号 を 受信 せ 
ず 、 何 も 操作 され な いと オー ト パ ワ ー オ フ に な り 、 休 止 
状態 に な り ま す 。 バ ッ テ リ ー セ ー ブ の 時 の 休止 と 違い 表 
示 回 路 や コン トロ ー ル 回 路 ま で 休止 に な り ま す 。 

呈 キ 一 を 押し な が ら (APO) ((EN)) キー を 押す と 、 
(AP) の オー ト パ ワ ー オ フ 表 示 が 点灯 し て 、 オ ー ト パ 
ワー オン フ 機 能 が 動作 し 始め ます 。 

オー ト パ ワ ー オ フ 表 示 が 点灯 し て いる と き に 、 再 度 F キ 
ー を 押し な が ら 【(APD) キー を 押す と オー ト パ ワ ー オ 
フ 表 示 は 消灯 し て 、 オ ー ト パワ ー オ フ 機 能 は 解除 され ま 
オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 で 休止 に な っ た の を 解除 する に は 、 
電源 を 再度 入れ 直す か 、 ダ イア ル つ まみ を 回 し て くだ さい 。 


オー トバ ワー 
放 オフ 表示 ( 注 ) オ ー ト パワ ー オ フ で 休止 に な っ た 状態 で も 、 電 源 を 
切っ た 状態 より か な り 電 流 を 消費 し ます の で 、 使 用 
し な いと き は 必ず 電源 を 切る よう に し て くだ さい 。 


5-9 ラン プ 機 能 斉 い と ころ で 使い や すい よう に 、 し 〇 D と キー ボー ド 部 
を ラン プ で 照ら し ます 。 
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5-d-1 ラン プ の ON/0FF (LAMP) キー を 押す と 、 生 秒 韻 照 明 が 点灯 し ます 。 
ラン プ が 点灯 中 に (LAMP) キー を 押す と ラン プ は 消 
灯 し ます 。 


9-9d-C オー トラ ンプ 機能 キー を 押す と 自動 的 に ラン プ が 点灯 する 機能 で す 。 

上 E キ 一 を 押し な が ら 、(A.LP) (()) キー を 押す と 、 
PL 表示 (PL ) が 点灯 し て 、 オ ー ト ラン プ 機 能 が 動作 
し ます 。 PL 表示 が 点灯 し て いる と き に 、 な に か キー を 
押す と ラン プ が 己 秒 間 点 灯 し ます 。 


PL 表示 が 点灯 し て いる と き に 、 円 キ ー を 押し な が ら 
〔A.LP) キー を 押す と 、 避 L 表示 は 洪 灯 し て 、 オ ー ト 
ラン プ 機 能 は 解除 され ます 。 


(A.LP) キ ー 


PL 表示 


5-1D ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 機 能 


(MOND キ ー 


待ち 受け な ど し て いる と き に 、 間 違っ て 操作 し な いよ う 
に する 機能 で す 。 

FI キー を 押し な が ら 、(FL) (【PHIU)) キー を 押す と 、 
ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 表 示 (FL) が 点灯 し て 、 フ ァ ン 
クシ ョ ン ロ ッ ク 状 態 に な り ま す 。 

ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 状 態 で は 、 フ ァ ン クシ ョ ン ロ ッ ク 
の 解除 と ラン プ 機 能 、 モ ニタ ー 機 能 だ け 動 作 し ます 。 
ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 状 態 で 、 キー を 押し な が ら 【( ビ 


L) キー を 押す と ファ ンク ショ ン ロ ッ ク 表 示 は 消灯 し て 、 


ファ ンク ショ ン ロ ッ ク が 解除 され ます 。 


スケ ル チ 機 能 が 働い て 、 聞 こえ な か っ た り 、 途 切れ た り 
する よう な 信号 を 連続 し て 受信 する と き に 使い ます 。 
(MONI) キー を 押す と 、 電 波 の 強 さ 、 ス ケル チボリ ウ 
ム の レベ ル に 関係 無く 音 が で ます 。 (MONI|) キ ー を 離す 
と スケ ル チ 機 能 が 働き ます 。 


5-18 ピー プ 音 の ON/0FF 


キー を 押し た と き や 、 周波 数 の 1DkHzZ 台 が DU、 5 ロ に な る 
と ビー プ 音 が な る よう に な っ て いま す 。 


FI キー を 押し な が ら 、(B ビ EE ビ ロ ) ((LAMP)) キー を 


押す と ビー プ 音 が で な く な り ま す 。 再 展 FI キ 一 を 押し な 
が ら (ビビ ビビ P) キー を 押す と ビー プ 音 が で ます 。 
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O 定格 


* 受 信 周 波数 範 


e 受 信 電波 型式 : 
チャ ン ネ ルス テッ プ : 
@ アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス : 


* 電 源 電 圧 


定 法 
@ 重 量 
e 受 信 方 式 
@ 受 。 信 感 度 


@ 選 択 度 : 


@ 低 周 波 出力 


: ーBH5MHZ 

(動作 範囲 100kHz 一 1899.995MHZ) 

AM/FM(NFM)/ ワ イド FM(WFM) 

5/37/10/18.5/80/Z5/30/50/100(kHz ) 

500 不平 衡 

・DO9V 標準 

DO 6 パー15V 接続 可 

・ バッテリ ー セ ー ブ 時 約 g4mA(] : 4) 

最大 出力 時 約 300mA 以 下 

・ー1DC ロ ー 土 BDD 

: 標準 時 /110(H) x53(W) x37(D)m 

EE ロロ -14N 実 装 時 /110(H) x53(W) x30(D) 戸 

:・ 370 嘱 (標準時)、320( ビ ロロ -]4N 実 装 時 ) ア ン テ ナ 含ま ず 

・ AM/FM トリ プル スー パー ヘテロ ダイ ン 廊 式 

WFM ダブル スーパ ー ヘ テロ ダイ ン 方 式 

・ AM d ghMHZ 十 4dBz (IODdHB SB/N) 
5 一 905MHzZ 一 gdHBz (OHdB S/N) 

NFM  g- 5MHz 一 8dBz (18dB SINAD) 
co ご 905MHZ 一 BHBz (dB SINAD) 

WFM g- 5MHz +1BdHBz (18dB SINAD) 
5 一 905MHz 十 I0dBz (1edB SINAD) 

AM 15kHZz 以 上 / 一 BqB 

FM ]5kHz 以 上 / 一 6dB 

WFM T5DkHz 以 上 / 一 Bd 日 

・D.15W 以 上 (9 V・8 9 10 喝 歪 時 ) 


@ 低 周 波 負 荷 イ ン ピ ビー ダンス: 89 
( 注 ) 定 格 等 は 、 改 良 の た め 予 告 な く 変 更 する 場合 が あり ます 。 
測定 は JAIA 測 定 法 に よる 。 一 部 社内 測定 法 を 含む 。 


